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見直しませんか？「開発」路線

　みんなが望む「緑と水が豊かなまち」あきる野

小さな声に耳をすませ、大きな力にひるまず

コツコツと手作りの政治を！｢ 辻よし子と歩む会」ホームページ
http://www.geocities.jp/yt_ayumukai/

　（討議資料）

　野山で子どもを遊ばせたり、木立の中を散策したり……。あきる野の豊
かな自然環境は、私たち大人と子ども、そして未来の子どもたちの宝です。

　あきる野市がおこなった「市民アンケート調査」によれば、「あきる
野市をどんな町にしたいか？」という問いに「緑と水が豊かなまち」
という回答が、いつも上位に入っています＊１。
　また、市内には「森っこサンちゃん」＊ 2 として知られるトウキョウ
サンショウウオをはじめ、絶滅に瀕している貴重な生き物たちが、今も、
私たちの身近で暮らしています。

　この 10 年を振り返って、これまで親しんできた身近
な自然環境が変わってしまったことはありませんか？
いつの間にか樹木や竹林が切られて、道路ができたり、
宅地が造成されたり……。市内には、まだ、これから
建設されようとしている道路が何本もあります。そ
の中には、40 年以上も前に計画された道路も少なく
ありません＊ 3。また、今後、工場や住宅地として開
発が計画されている場所が 20 か所以上もあります＊ 4。

　まずは、

知ることから
　将来にわたって、あきる野が「緑と水が豊かなまち」
であり続けるためには、今後予定されている開発計画に
ついて、本当に必要な事業は何か、もう一度市民の目で
見直していくことが大切です。
　そのために、まずは開発計画の中身についてみんなで
知ることから始めなくてはなりません。情報を集め、話
し合いの場を持ち、行政に提案していく上で、大きな役
割を果たすのが市議会議員です。

＊１　「市民アンケート調査」（H19~23) 参照（あきる野市 HP よりダウンロード可）
＊２　「郷土の恵みの森づくり」を推進するため公募により選ばれたトウキョウサンショウウオの
　　　　キャラクター
＊３　「あきる野市都市計画図」（H16 年）参照（市役所で販売）
＊４　「あきる野市土地利用方針（H24．11 月）」P20 参照　（あきる野市 HP よりダウンロード可）

←田畑の真ん中に建設中の都道３３９（草花地区高瀬）
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2002 年～ 2012 年　老人介護施設で働く

2000 年～現在　平井川流域連絡会委員

2009 年～現在　あきる野市自然環境調査員

＜著書＞
絵本『季節はめぐる　～３．１１後を生
きる里山の＜いのち＞たちへ～』

（2012 年 　「戦争と性」編集室）

『タイ教師と見た夢の国ニッポン』
（1994 年　ビジネス社）

『ネイチャーゲーム原典　シェアリング
ネイチャー』（共訳）（2012 年　日本ネイチャー
ゲーム協会）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　

「 くさしぎ・ 草の根市議と市政を考える

会」 は、辻よし子さんを応援しています。

　自然豊かなこのあきる野で、辻よし子さんと出
会ってから 15 年。お互いの子どもたちを自然の
中で遊ばせながら、彼女から学んだことは たくさ
んあります。" 里の良さ " を壊し、見た目の豊か
さを追求する従来の市政。彼女と共に " 子どもと
自然に関わる活動 " をする中から 色んなことが見
えてきました。" 無くす " ことは簡単です。それ
を " 残す " ことで次世代に本当の豊かさを伝える
ことで未来の子どもたちの幸せを本気で考える 辻
よし子さんは素晴らしい女性です。（「くさしぎ・
草の根市議と市政を考える会」　田中直子）

　日ごろ遠くに感じてしまいがちな政治。でも、
政治は、私たちの暮らしにとって重要なことが決
まっていく場です。「えっ、なんでこうなったの？」
とならないよう、私たちはもっと政治のことを知
らなくては……。そのために、まずは市民の立場
から市政の情報をわかりやすく発信する草の根市議
が必要です。

　社会の半分は女性。なのに議会における女性の割
合は驚くほど少ないのが現状です。子どもやお年寄
りが暮らしやすい、やさしい町を創るためには、女
性の視点も欠かせません。

　原発は、便利さや利益ばかりを求める大量消費
社会の象徴と言えるかもしれません。経済成長
を追い続けるのではなく、身近な自然や「いのち」
の繋がりを大切にできる社会へ……「豊かさ」の
ものさしを見直しませんか？
　都内において森林や農地が多く残されたあき
る野市には、多くの可能性が秘められています。

　子ども、お年寄り、女性、障がい者、外国籍の人、
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マイノリティー

数 者……小さな声を大切にできる社会は、

たとえ効率は悪くても、心の豊かさと精神的な質を

高める社会です。子育てや介護の問題を少
マイノリティー

数者の視

点から考えていきませんか。

辻よし子から一言

政治はもっと身近
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